
国土交通省関東地方整備局
首都圏臨海防災センター

首都直下地震防災訓練を実施しました(東扇島会場 H28.11.8）
１．参加機関・人員

１７機関・２団体、約４００名
２．主な訓練内容

①応急復旧訓練（防災拠点内液状化、岸壁背後陥没）
②緊急確保航路啓開訓練
③緊急物資輸送訓練（陸・海・空）

３．初めての取り組み
①川崎市立殿町小学校４年生（107名）が、津波避難訓練に初参加
②陸上自衛隊（東部方面航空隊）が、緊急物資輸送訓練に初参加
③ 候 想 「 時 練 実施③少雨の天候を想定し、「雨天時電源供給訓練」を実施

４．報道機関
港湾空港タイムス、読売新聞社

５．訓練状況写真

開会式 実施した主な訓練開会式 実施した主な訓練

■ 被災者の人命救助訓練

神奈川県警「たんざわ」

■ 緊急輸送路啓開訓練

川崎市消防局・川崎ＤＭＡＴ 有明地区防災拠点へ向けて
神奈川県警による救急搬送

髙田副局長挨拶

■ 応急復旧訓練 ■ ライフライン応急復旧訓練

村岡海岸・防災課長挨拶

JAFによる輸送路障害車両撤去 ３１号岸壁背後での仮設橋梁設置 拠点内液状化応急復旧･大型敷鉄板敷設 応急送電訓練 東京電力



■ 緊急確保航路啓開訓練

千葉港湾「べいくりん」 湾口航路事務所「べいさーち」 横浜海上保安本部「はまぐも」

■ 緊急物資輸送訓練

海上から４０ｆｔコンテナの引き上げ 海上漂流物撤去 ナローマルチビームソナーを使用し
た海底障害物探査

海上浮遊油拡散放水

■雨天時電源供給訓練(初）■ 緊急物資輸送訓練 ■雨天時電源供給訓練(初）

（東部方面航空隊）（初）
「UH‐1」

羽田空港より緊急物資輸送（空路） 荒川 小松川リバーステーションへの物資 小雨の天候を想定し テントの下に発電

（第一師団航空隊）
「UH‐1」

羽田空港より緊急物資輸送（空路） 荒川 小松川リバ ステ ション の物資
輸送（東扇島防災拠点・舟運岸壁）

小雨の天候を想定し、テントの下に発電
機付き投光機を設置

■ 津波避難訓練(小学生初参加）
閉会式

川崎市立殿町小学校4年生による、津波避難訓練 講評 加藤港湾空港部長


